
������������������������������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

枚
方
議
会
３
面

０
８
０
１
０
２
・
０
３

岡
❶
岡
❷
岡
❸
井
❹
井
❺
岡
❻
岡
❼
尚
❽
尚
❾
井

質
問

支
援
教
育
に
つ
い
て
、

今
回
、
文
部
科
学
省
の
通
知

を
丁
寧
な
説
明
も
な
く
学
校

や
保
護
者
に
知
ら
せ
、
不
安

を
与
え
た
こ
と
は
、
本
当
に

乱
暴
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

支
援
学
級
で
の
授
業
時
数
が

週
の
半
分
以
上
に
な
る
こ
と

は
、
本
市
が
大
切
に
し
て
き

た
「
と
も
に
学
び
、
と
も
に

育
つ
」
教
育
に
大
き
く
影
響

す
る
変
更
で
あ
る
。
だ
か
ら

こ
そ
保
護
者
や
学
校
側
は
大

き
な
不
安
を
抱
え
混
乱
し
て

い
る
。
と
も
に
学
ぶ
時
間
を

大
切
に
せ
ず
、
画
一
的
に
時

間
数
を
決
め
る
こ
と
は
、
一

人
一
人
を
大
切
に
し
て
い
な

い
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。
見
解
を
聞
く
。

答
弁

説
明
不
十
分
な
状
態

で
資
料
を
配
り
、
保
護
者
に

不
安
を
与
え
た
こ
と
を
お
わ

び
す
る
。そ
の
上
で
、同
省
の

通
知
で
も
指
摘
が
あ
っ
た
と

お
り
、
１
日
１
コ
マ
と
い
う

現
状
も
画
一
的
と
感
じ
て
い

る
。そ
れ
を
踏
ま
え
、本
市
の

支
援
教
育
に
つ
い
て
根
本
に

立
ち
返
っ
て
見
て
い
き
た
い
。

「
と
も
に
学
び
、と
も
に
育
つ
」

教
育
と
は
、
全
て
の
子
ど
も

た
ち
が
力
を
発
揮
し
、
互
い

を
認
め
合
う
集
団
づ
く
り
に

つ
な
が
る
こ
と
と
考
え
る
。
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質
問

子
ど
も
見
守
り
シ
ス

テ
ム
の
構
築
に
よ
り
、
各
部

署
が
把
握
す
る
子
ど
も
と
そ

の
家
庭
の
情
報
を
一
元
的
に

集
約
し
、
迅
速
に
支
援
等
の

ア
プ
ロ
ー
チ
が
で
き
る
と
い

う
。
相
談
等
に
至
る
ま
で
に

は
小
さ
な
兆
候
が
必
ず
あ
り
、

そ
の
時
点
で
周
り
が
気
づ
き
、

支
援
を
届
け
ら
れ
た
ら
と
考

え
る
が
、
同
シ
ス
テ
ム
は
、

こ
う
し
た
サ
イ
ン
を
キ
ャ
ッ

チ
す
る
ツ
ー
ル
と
な
る
の
か
。

な
お
、
保
護
者
へ
の
支
援

も
大
切
で
あ
る
。
育
児
は
相

談
す
る
も
の
で
は
な
い
と
し

て
孤
立
し
て
い
く
人
も
多
い

の
で
は
な
い
か
。
一
人
一
人

に
寄
り
添
い
、Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出
さ

な
い
、出
せ
な
い
人
を
支
援
に

つ
な
げ
る
取
組
を
要
望
す
る
。

答
弁

本
シ
ス
テ
ム
は
、
蓄

積
さ
れ
た
相
談
記
録
等
を
分

析
し
、
予
防
的
な
支
援
に
つ

な
げ
る
こ
と
も
想
定
し
て
い

る
。
子
ど
も
と
関
わ
る
中
で

の
実
情
と
蓄
積
デ
ー
タ
を
比

較
検
証
し
、
ど
の
よ
う
な
状

況
下
で
早
期
の
関
わ
り
を
持

て
ば
い
い
の
か
検
討
す
る
。

◆
そ
の
他
の
質
問

〇
職
員
が
生
き
生
き
と
仕
事

に
臨
め
る
組
織
づ
く
り
を

〇
議
論
深
め
市
民
優
先
の
市

駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
を

質
問

子
ど
も
や
家
庭
、
学

校
の
課
題
が
複
雑
化
す
る
中
、

子
ど
も
や
保
護
者
ら
が
ス
ク

ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
に
す

ぐ
に
相
談
で
き
る
体
制
が
必

要
で
あ
る
。
予
約
が
１
か
月

先
と
な
る
学
校
も
あ
る
と
聞

く
が
、
学
校
規
模
や
相
談
件

数
を
踏
ま
え
、
配
置
回
数
を

増
や
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁

予
約
が
取
れ
な
い
場

合
は
、
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー

の
教
育
相
談
や
、
子
ど
も
の

育
ち
見
守
り
室
を
紹
介
す
る

な
ど
し
て
い
る
が
、
配
置
回

数
の
増
加
も
検
討
す
る
。

小・中学校の
避 難 訓 練
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
を
活
用
し
た

バ
ー
チ
ャ
ル
訓
練
を

質
問

法
令
で
定
め
る
就
学

前
施
設
の
避
難
訓
練
回
数
は
、

保
育
所
は
月
１
回
以
上
に
対

し
、
幼
稚
園
は
年
２
回
以
上

だ
が
、
幼
稚
園
で
も
毎
月
訓

練
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
発
災
時
に
適
切
な

行
動
が
で
き
る
よ
う
、
小
・

中
学
校
に
お
い
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
た
バ
ー
チ
ャ
ル
訓

練
等
の
検
討
を
要
望
す
る
。

答
弁

幼
稚
園
で
は
、
法
令

に
基
づ
く
訓
練
の
ほ
か
、
園

独
自
の
訓
練
も
実
施
し
て
い

る
が
、
そ
の
手
法
や
回
数
等

に
つ
い
て
早
急
に
検
討
す
る
。
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質
問

消
防
団
の
活
動
に
つ

い
て
、
市
民
や
消
防
団
員
か

ら
の
意
見
等
を
再
三
伝
え
て

き
た
が
、
反
映
さ
れ
て
い
な

い
と
感
じ
る
。
管
理
運
営
す

る
立
場
の
市
と
し
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

な
お
、
市
が
外
部
の
声
を

取
り
入
れ
る
機
会
を
つ
く
り
、

活
動
へ
の
反
映
や
地
域
と
の

連
携
を
図
る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁

消
防
団
の
幹
部
会
議

に
本
市
も
事
務
局
と
し
て
参

加
し
、
意
見
等
を
情
報
共
有

し
た
上
で
運
営
方
針
が
決
定

さ
れ
て
い
る
。

エ
フ
エ
ム
ひ
ら
か
た
職
員

市
職
員
へ
の
採
用
理
由
は

質
問

エ
フ
エ
ム
ひ
ら
か
た

の
一
部
職
員
を
市
の
任
期
付

職
員
で
採
用
し
て
い
る
が
、同

団
体
の
解
散
に
伴
う
救
済
措

置
と
も
捉
え
ら
れ
か
ね
な
い
。

採
用
し
た
個
人
で
な
く
採
用

方
法
に
問
題
が
あ
る
と
考
え

る
が
、
競
争
試
験
で
な
く
選

考
で
採
用
し
た
理
由
を
聞
く
。

答
弁

同
団
体
が
担
っ
て
き

た
危
機
事
象
時
の
市
民
へ
の

迅
速
な
情
報
伝
達
や
市
の
魅

力
の
情
報
発
信
等
の
分
野
に

関
し
専
門
性
等
を
生
か
す
こ

と
が
本
市
の
た
め
に
な
る
と

考
え
、
選
考
で
採
用
し
た
。

質
問

市
駅
周
辺
再
整
備
の

④
・
⑤
街
区（
＊
１
）の
ア
リ

ー
ナ
整
備
や
連
鎖
型
の
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
聞
く
。

な
お
、
ア
リ
ー
ナ
整
備
で

は
、
財
源
や
持
続
可
能
な
事

業
ス
キ
ー
ム
を
多
角
的
に
検

討
し
、民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
を
最
大

限
活
用
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁

多
目
的
ア
リ
ー
ナ
や

伝
統
芸
能
施
設
な
ど
を
配
置

し
、
総
合
文
化
芸
術
セ
ン
タ

ー
や
③
街
区
の
ホ
テ
ル
、
商

業
な
ど
の
機
能
と
連
携
す
る

こ
と
で
、
よ
り
魅
力
的
な
ま

ち
の
実
現
を
目
指
し
て
い
く
。

女 性 の
社会進出
理
解
促
進
の
た
め

企
業
等
へ
知
識
の
発
信
を

質
問

女
性
の
健
康
課
題
の

解
決
と
社
会
進
出
の
促
進
に

は
、
フ
ェ
ム
テ
ッ
ク（
＊
９
）

の
取
組
を
進
め
、
企
業
等
へ

正
し
い
知
識
を
発
信
す
る
こ

と
が
重
要
と
考
え
る
が
、
本

市
の
取
組
を
聞
く
。

な
お
、
女
性
従
業
員
の
定

着
率
向
上
等
の
観
点
か
ら
、同

趣
旨
の
研
修
等
に
取
り
組
む

企
業
へ
の
支
援
を
要
望
す
る
。

答
弁

企
業
の
健
康
経
営
の

取
組
支
援
の
中
で
、
正
し
い

知
識
の
普
及
や
、が
ん
検
診
や

休
暇
の
取
得
推
進
等
の
周
知
、

啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

質
問

信
号
の
な
い
横
断
歩

道
に
お
い
て
、
歩
行
者
が
押

し
ボ
タ
ン
信
号
の
よ
う
な
一

定
の
操
作
を
行
う
こ
と
で
運

転
手
に
知
ら
せ
る
、
簡
易
な

横
断
者
注
意
喚
起
灯
を
早
急

に
設
置
す
る
よ
う
求
め
て
き

た
が
、
取
組
状
況
を
聞
く
。

ま
た
、
４
年
３
月
に
、
逆

プ
ロ
ポ（
＊
４
）で
、
牧
野
高

校
生
徒
に
よ
る
交
通
ル
ー
ル

の
周
知
徹
底
に
つ
い
て
の
提

案
が
採
択
さ
れ
た
と
聞
い
た

が
、
取
組
状
況
を
聞
く
。

答
弁

同
喚
起
灯
は
、
車
両

の
減
速
を
促
し
、
歩
行
者
の

安
全
な
横
断
に
寄
与
す
る
効

果
が
あ
る
と
考
え
る
。た
だ
、

歩
行
者
の
見
落
と
し
な
ど
の

懸
念
も
あ
り
、
今
後
、
制
作

メ
ー
カ
ー
や
既
に
設
置
し
た

自
治
体
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
等

で
調
査
研
究
を
重
ね
て
い
く
。

ま
た
、
逆
プ
ロ
ポ
に
つ
い

て
は
、
同
校
生
徒
か
ら
の
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
や
ポ
ス
タ
ー
を

活
用
し
た
啓
発
活
動
を
民
間

企
業
に
提
案
し
、
採
択
に
至

っ
た
。
４
年
１１
月
か
ら
の
実

施
を
め
ど
に
、
効
果
的
な
周

知
方
法
な
ど
の
検
討
を
進
め

て
い
る
。

◆
そ
の
他
の
質
問

〇
大
地
震
に
備
え
、
家
具
転

倒
防
止
器
具
の
普
及
を

質
問

昨
年
度
、
輝
き
プ
ラ

ザ
き
ら
ら
で
、
津
田
城
と
そ

の
周
辺
の
展
示
が
行
わ
れ
た
。

津
田
支
所
に
は
、
旧
石
器
時

代
か
ら
鎌
倉
時
代
前
半
頃
に

存
在
し
た
津
田
ト
ッ
パ
ナ
遺

跡
に
関
す
る
展
示
が
あ
る
が
、

津
田
城
遺
跡
の
遺
物
も
併
せ

て
展
示
し
、
歴
史
を
後
世
に

伝
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁

両
遺
跡
は
、
津
田
地

域
で
発
見
さ
れ
た
貴
重
な
遺

跡
で
あ
り
、
地
域
の
歴
史
を

さ
ら
に
発
信
す
る
た
め
に
も
、

発
見
さ
れ
た
土
器
等
の
津
田

支
所
へ
の
展
示
を
検
討
す
る
。

王
仁
公
園
の
平
和
の
像
で

平
和
式
典
の
開
催
を

質
問

王
仁
公
園
に
は
、
核

兵
器
廃
絶
と
恒
久
平
和
を
念

願
し
て
建
て
ら
れ
た
平
和
の

像
が
あ
る
。
設
置
か
ら
約
３５

年
が
た
つ
が
、
こ
の
間
、
式

典
は
開
催
さ
れ
て
き
た
の
か
。

な
お
、
建
設
時
の
基
本
理

念
が
風
化
し
な
い
よ
う
、
平

和
の
像
の
下
で
平
和
の
式
典

を
開
催
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁

建
設
時
に
除
幕
式
を

行
っ
た
以
降
は
、
市
内
の
平

和
施
設
巡
り
の
行
き
先
と
し

て
い
た
が
、
式
典
等
は
開
催

し
て
い
な
い
。今
後
、平
和
の

像
の
さ
ら
な
る
周
知
を
図
る
。

質
問

観
光
の
活
性
化
に
向

け
、
他
市
で
は
地
域
の
Ｄ
Ｍ

Ｏ（
＊
５
）が
古
民
家
等
を
活

用
し
た
様
々
な
活
動
の
例
も

あ
る
。
経
験
豊
富
な
民
間
団

体
と
の
連
携
で
様
々
な
地
域

資
源
を
活
用
し
た
施
策
の
発

案
を
期
待
す
る
が
、
本
市
の

取
組
に
つ
い
て
見
解
を
聞
く
。

答
弁

枚
方
宿
の
に
ぎ
わ
い

創
出
の
取
組
で
は
、
事
業
者

か
ら
古
民
家
等
活
用
の
意
見

も
あ
り
、
今
後
も
連
携
を
深

め
る
。
あ
わ
せ
て
、
関
係
部

署
と
も
連
携
し
な
が
ら
地
域

の
交
流
人
口
の
増
加
等
に
つ

な
が
る
取
組
を
進
め
る
。

スケート
ボード施設
複
数
の
場
所
で
安
全
に

楽
し
め
る
よ
う
整
備
を

質
問

こ
れ
ま
で
も
王
仁
公

園
に
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
施
設

を
整
備
す
べ
き
と
意
見
し
て

き
た
が
、取
組
状
況
を
聞
く
。

な
お
、
事
故
等
に
巻
き
込

ま
れ
ず
、
安
全
、
安
心
に
ス

ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
を
楽
し
め
る

よ
う
、
同
公
園
や
淀
川
河
川

敷
な
ど
人
が
集
ま
る
複
数
の

場
所
へ
の
整
備
を
要
望
す
る
。

答
弁

４
年
度
に
同
公
園
の

園
路
の
一
部
を
仮
設
ス
ケ
ー

ト
ボ
ー
ド
施
設
に
し
て
試
行

実
施
し
、
地
域
の
理
解
が
得

ら
れ
次
第
、具
体
化
を
図
る
。

質
問

４
年
ぶ
り
に
国
定
義

で
の
待
機
児
童
が
発
生
し
た

が
、通
年
の
待
機
児
童
ゼ
ロ
に

向
け
、ど
う
取
り
組
む
の
か
。

な
お
、待
機
児
童
ゼ
ロ
へ
、

保
育
需
要
の
見
通
し
と
目
標

事
業
量
の
中
間
見
直
し
を
し

っ
か
り
行
い
、効
果
的
な
対
策

に
つ
な
げ
る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁

待
機
児
童
の
発
生
エ

リ
ア
を
中
心
に
、
様
々
な
手

法
で
の
緊
急
対
策
を
協
議
、

調
整
し
て
い
る
。ま
た
、こ
こ

数
年
、
保
育
需
要
の
偏
在
が

見
ら
れ
る
た
め
、
情
報
収
集

し
、さ
ら
な
る
対
策
を
行
う
。

施
設
総
量
の
最
適
化

数
値
目
標
に
つ
い
て
見
解
は

質
問

公
共
施
設
の
個
別
施

設
計
画（
総
合
編
）（
＊
６
）の

数
値
目
標
で
は
、８
年
度
ま
で

に
小
学
校
約
５
つ
分
の
延
べ

床
面
積
削
減
が
必
要
で
、実
現

不
可
能
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。財
政
見
通
し
な
ど
様
々
な

長
期
計
画
に
影
響
を
及
ぼ
す

と
考
え
る
が
、見
解
を
聞
く
。

答
弁

数
値
目
標
は
、
２
年

度
末
の
財
政
状
況
と
更
新
等

の
費
用
の
バ
ラ
ン
ス
か
ら
設

定
し
て
い
る
。
今
後
の
財
政

状
況
、
人
口
推
移
な
ど
変
動

要
素
を
見
極
め
な
が
ら
施
設

総
量
の
最
適
化
等
を
進
め
る
。

＊１ 街区…市駅周辺再
整備では、枚方市駅周辺
を①街区から⑤街区まで
の５つのエリアに定め、
再整備を進めることとさ
れている。
各街区の位置について
は下図のとおり。

＊２ サウンディング…
行政が事業検討の段階で
民間事業者からの意見、
提案等を把握すること。

＊３ ダブルカウント加
配…支援学級児童を含ん
で市独自の少人数学級編
制に伴い学級数が増える
学校に対し、市費任期付
講師を加配する制度のこ
と。

＊４ 逆プロポ…「逆公
募プロポーザル」の略。
民間企業が関心のある課
題を提示し、その課題に
対して、自治体が課題解
決のための企画やアイデ
アを提案して、マッチン
グするという仕組みのこ
と。マッチング後は、企
業が自治体に対し寄附を
行い、企画の実施支援や
提携を行う。

＊５ ＤＭＯ…観光地域
づくりのかじ取りを担う
法人のこと。

＊６ 個別施設計画（総
合編）…公共施設の長寿
命化の推進や施設総量の
最適化などの取組を総合
的かつ計画的に推進する
ための具体的な考え方を
まとめ、３年３月に策定
した計画のこと。

＊７ 公民連携プラット
フォーム…企業や大学、
研究機関等の事業者と市
の抱える課題を共有し、
事業者が持つアイデアや
技術を生かし、課題解決
と市の魅力向上に向けた
公民連携事業を展開して
いく場のこと。

＊８ ＤＸ（Digital
Transformation）…「Ｉ
ＣＴの浸透が人々の生活
をあらゆる面でより良い
方向に変化させる」とい
う概念で、新たな価値を
創造することを目的に、
デジタル技術の駆使によ
って既存の枠組みを変化
させること。

＊９ フェムテック…
「Female（女 性）」と
「Technology（テクノロ
ジー）」を掛け合わせた
造語。女性の健康課題を
テクノロジーで解決する
製品やサービスのこと。

質
問

文
部
科
学
省
か
ら
の

支
援
教
育
の
見
直
し
方
針
を

受
け
府
教
育
庁
に
確
認
し
た

と
こ
ろ
、
通
常
学
級
で
週
の

半
分
以
上
学
ん
で
い
る
こ
と

の
み
で
支
援
学
級
で
の
指
導

か
ら
通
級
指
導
に
移
行
す
べ

き
と
は
な
ら
ず
、
子
ど
も
の

実
情
と
保
護
者
の
意
向
を
尊

重
す
べ
き
と
の
回
答
を
得
た
。

こ
れ
ま
で
の
理
念
を
大
き

く
変
え
、
子
ど
も
や
保
護
者

に
混
乱
を
も
た
ら
し
て
ま
で

拙
速
に
進
め
る
必
要
は
な
く
、

納
得
が
得
ら
れ
る
ま
で
説
明

を
尽
く
す
べ
き
と
考
え
る
。

個
々
の
ニ
ー
ズ
や
子
ど
も
の

実
情
に
合
わ
せ
た
対
応
を
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁

本
市
が
大
切
に
し
て

き
た
、
「
と
も
に
学
び
、
と

も
に
育
つ
」と
い
う
理
念
や
、

こ
れ
ま
で
の
取
組
に
誤
り
は

な
い
が
、
子
ど
も
た
ち
一
人

一
人
と
保
護
者
の
願
い
を
当

然
踏
ま
え
な
が
ら
し
っ
か
り

と
就
学
相
談
を
行
い
、
保
護

者
に
十
分
説
明
を
尽
く
し
た

上
で
、
進
め
て
い
く
考
え
で

あ
る
。

◆
そ
の
他
の
質
問

〇
長
尾
駅
前
広
場
に
お
け
る

バ
ス
待
ち
環
境
の
改
善
を

〇
学
校
給
食
食
材
納
入
業
者

へ
衛
生
面
の
現
場
確
認
を

質
問

公
共
施
設
や
公
的
ス

ペ
ー
ス
で
給
水
機
を
設
置
し

て
い
る
事
例
が
あ
る
。
市
民

が
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
と
し

て
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の

削
減
や
マ
イ
ボ
ト
ル
の
普
及

促
進
に
有
効
と
考
え
る
が
、

見
解
を
聞
く
。

答
弁

市
民
ニ
ー
ズ
や
利
用

状
況
、設
置
場
所
や
維
持
管
理

等
の
課
題
把
握
を
行
う
た
め
、

公
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム（
＊
７
）等
を
活
用
し
、実
証

実
験
に
向
け
検
討
を
進
め
る
。

Ｄ

Ｘ

の

推

進

で

行
か
な
く
て
よ
い
市
役
所
を

質
問

「
行
か
な
く
て
も
よ

い
、
待
た
せ
な
い
、
書
か
せ

な
い
市
役
所
」
を
目
指
す
よ

う
提
言
し
て
き
た
が
、
新
庁

舎
整
備
基
本
構
想
で
は
旧
態

依
然
の
庁
舎
イ
メ
ー
ジ
の
ま

ま
で
あ
る
。
新
庁
舎
の
在
り

方
等
を
踏
ま
え
た
想
定
規
模

に
つ
い
て
、
見
解
を
聞
く
。

答
弁

行
か
な
く
て
も
手
続

で
き
る
市
役
所
等
を
想
定
し
、

同
構
想
で
約
２
万
５
０
０
０

平
方
㍍
以
下
の
規
模
を
目
指

す
と
し
て
い
る
。今
後
、Ｄ
Ｘ

（
＊
８
）に
係
る
社
会
環
境
の

変
化
も
見
極
め
、新
庁
舎
整
備

基
本
計
画
の
検
討
を
深
め
る
。

質
問

伊
加
賀
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、

小
石
が
多
く
降
雨
後
の
土
壌

の
状
態
が
悪
い
た
め
、
利
用

し
に
く
い
な
ど
の
声
を
聞
く
。

抜
本
的
な
課
題
解
決
と
し
て

人
工
芝
化
す
る
こ
と
で
、
利

便
性
の
高
い
施
設
に
な
る
と

考
え
る
が
、
見
解
を
聞
く
。

答
弁

整
備
に
つ
い
て
、
一

定
の
ニ
ー
ズ
は
あ
る
と
考
え

る
が
、
財
源
や
管
理
方
法
な

ど
に
課
題
が
あ
る
。
民
間
と

の
連
携
に
よ
る
整
備
手
法
の

可
能
性
を
探
る
と
と
も
に
、

先
進
事
例
を
調
査
し
て
い
く
。

高齢者の
ＩＣＴ活用
市
内
の
大
学
生
と

連
携
し
た
取
組
を

質
問

高
齢
者
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
促
進
に
向
け
、
市
内
５
大

学
の
学
生
か
ら
協
力
を
得
る

取
組
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

な
お
、
高
齢
者
が
健
康
や

買
い
物
な
ど
に
関
す
る
便
利

な
情
報
を
受
け
取
れ
る
専
用

ア
プ
リ
の
導
入
を
要
望
す
る
。

答
弁

高
齢
者
が
楽
し
み
な

が
ら
学
べ
る
よ
う
、
若
い
世

代
と
共
に
ス
マ
ホ
を
活
用
す

る
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
の
実
施

を
考
え
て
お
り
、そ
の
中
で
、

市
内
の
大
学
生
た
ち
と
連
携

し
た
取
組
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
い
く
。

質
問

市
街
化
調
整
区
域
が

大
部
分
を
占
め
る
東
部
地
域

は
、
土
地
や
建
物
の
利
用
制

限
が
あ
り
、
活
性
化
に
向
け

た
様
々
な
コ
ン
テ
ン
ツ
実
現

の
ハ
ー
ド
ル
に
な
る
と
考
え

る
。こ
れ
ま
で
問
題
提
起
し
、

規
制
緩
和
を
要
望
し
て
き
た

が
、
進
捗
を
聞
く
。

答
弁

農
業
振
興
地
域
内
で

基
準
を
満
た
し
た
既
存
建
築

物
を
活
用
し
、
農
林
産
物
の

加
工
や
販
売
な
ど
、
観
光
資

源
を
生
か
し
た
取
組
を
実
施

で
き
る
よ
う
、
４
年
６
月
運

用
開
始
に
向
け
運
用
基
準
の

策
定
手
続
を
進
め
て
い
る
。

支援学級
音
に
敏
感
な
児
童
等
に

配
慮
し
た
教
室
環
境
を

質
問

支
援
学
級
を
見
学
し

た
際
、
教
室
が
不
足
し
て
い

る
学
校
で
は
、
空
気
を
循
環

さ
せ
る
た
め
、
上
が
五
、
六

十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
空
い
た

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
で
教
室
を

分
割
し
て
い
た
。
支
援
教
育

の
見
直
し
に
よ
り
来
年
度
か

ら
週
の
半
分
以
上
は
支
援
学

級
で
過
ご
す
と
い
う
が
、
音

に
敏
感
な
児
童
等
の
た
め
に

改
善
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
弁

適
切
な
学
び
の
場
と

す
る
た
め
、
授
業
に
集
中
で

き
る
環
境
整
備
に
努
め
る
。

まめ
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